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１）「経済・社会の構造変化に対応する居住福祉政策の実践
的共同研究」 
⼈⼝の⾼齢化や世帯規模の縮⼩、さらには地域社会での

つながりの希薄化などを背景に、「居住の困窮」は⼤きな社
会問題のひとつとして懸念されている。住居を所与のもの
としてきた社会福祉や社会保障の枠組み、就労の成果とし
て住居をとらえてきた経済成⻑期の思考では、これからの
住まいをめぐる諸課題に対応できないことは明⽩である。 

そこで本研究では、多分野の研究者や実践者が集まり、
居住の全ての構成要素を対象にすることで、⽣活や⼈権の
基盤としての住まいの意義を明⽰しつつ、「居住福祉学」の
基本構造と理論形成、そして実践的研究⽅法論を提⽰する。 

（野村恭代：⼤阪市⽴⼤学⽣活科学研究科准教授） 
 

２）「ヴァルネラブルな刑務所出所者等の意思決定支援に関
する研究 －当事者参画による共生都市の創造にむけて
－」 

   本研究事業は、⼤阪における「ヴァルネラブルな刑務所
出所者等」の主体的な社会参加を促進するための対⼈援助
システムの構築に向けた試験的な取組みを⾏い、そこで得
られた知⾒をもとに法学・社会学・社会福祉学等の専⾨領
域に基づく考察を⾏い、学術的な対⼈援助理論の構築を⽬
的とする。 

まずは、当事者の声を⼿がかりに対⼈援助を実現するた
めの⼟台作りに取組む。具体的な作業としては、「『意思表
⽰』に向けた当事者にたいするエンパワメント」と「当事
者による対⼈援助職への研修」を⾏うこととしている。 

（安⽥恵美：國學院⼤學法学部准教授） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３）「地域共同のまちづくりによる社会的不利地域の再生に向
けたアクションリサーチ」 

ＡＫＹ研究所では、浅⾹・加島・⽮⽥地区における⼦ど
も⽀援ネットワーク構築に向けた試みとして、2017 年度よ
り全 6 回にわたる「⼦どもの貧困対策連続セミナー」を開
催してきた。昨年度からは昨今の地域の状況も鑑み、「外国
にルーツを持つ⼦どもの⽀援」というテーマで開催してい
る。 

今年度は連続セミナーの継続的な開催と並⾏して、住吉
区東部の 14 校 1 所を対象とした「外国にルーツを持つ⼦
どもの実態調査」を実施することにより、当事者（外国に
ルーツを持つ親⼦）と⽀援者（学校教員）の課題やニーズ
を把握し、今後地域としてどのような⽀援ができるか模索
していく。 

（⽮野淳⼠：AKY インクルーシブコミュニティ研究所) 
 
４）「レジリエンスからイノベーションによるサービスハブ
地域賦活過程の都市理論研究」 
 現在、都市社会の分極化や格差が厳然として存在する中
で、サービスハブ地域が都市社会の包摂的機能をどのよう
に果たしていくか注⽬されている。 

本研究は、東アジア先進⼤都市におけるインナーシティ
型サービスハブ地域を事例にし、再開発やジェントリフィ
ケーションに対するレジリエンスの傾向より⼀歩を踏み出
し、サービスハブ地域が地域内の実態に対して⾃らのイニ
シアティブで変容していく傾向の存在について明らかにす
る。この現象を読み解く上では、地域内でレジリエンスの
ための暗黙知がネットワークを通じていかに⽣み出される
かという、「イノベーション」というキーワードから捉える
ことがカギになる。 

   （ヒェラルド・コルナトウスキ： 
九州⼤学⽐較社会⽂化研究院講師） 

 
５）「包摂都市の形成にかかわる人材養成に向けた研究」 

本研究では、包摂都市の実現をめざす包摂都市ネットワ
ーク・ジャパンが中⼼となり、包摂都市の形成にかかわる中
核的な役割を担う⼈材育成に資することを⽬的とし、以下
の事業を展開する。 

まず、6〜8 ⽉に⼋尾市、堺市、⼤阪市住之江区が持ち回 
（次⾴に続く） 

大阪市立大学先端的都市研究拠点「共同利用事業・共同研究公募」2019 年度採択課題 
Results of the Platform for Leading-Edge Urban Studies’ “Joint Usage / Research Public Offering” 

N e w s l e t t e r 
 大阪市立大学 都市研究プラザ ニューズレター第 号  2019 年８月 

I s s u e  44,

Aug.2019 

都市研究プラザでは、2014年度より文部科学大臣の認
定を受ける共同利用・共同研究拠点「先端的都市研究拠
点」として、他の研究機関の研究者や NGO／NPO 等の
現場ワーカーなどとともに共同研究を推進してきた。ま
た、ブックレット「URP「先端的都市研究」シリーズ」を
毎年発行し、それら研究成果の社会的還元にも積極的に
つとめている。 
2019 年度は 8 件の申請があり、当公募事業への関心

の高さがうかがえた。これらのうち、本年は 5 件を採択
した。研究テーマならびに内容は、以下のとおりである
（順不同）。 
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りで「都市⾏政ネットワークセミナー」を開催し、3 都市の
課題や事例の共有を図る。9 ⽉には台北市で開催予定の「東
アジアインクルーシブ都市ネットワークワークショップ」に
参加し、東アジア諸都市との経験交流を⾏い、議論を深め
る。10 ⽉以降は包摂都市ネットワーク・ジャパンのメンバ
ーを講師とする公開連続講座「先端都市カレッジ」を試⾏開
催する。 

（໤中߀޻：包摂都市ネットワークōジャパン代表） 

 

 

 

 

 

 2019 年̑⽉に

都市研究プラδが

共催する̐つのフ

Χーラムがジョή

ジャカルνとバン

コクにて開催され

た。いずれもڢ定

గ݃⼤学・部ۃを

パートナーとする

もので、ジョήジ

ャカルνはΪジャ

マξ⼤学⽂化科学

部、インドネシア

ܵ術⼤学ジョήジ

ャカルν校、バン

コクはοュラϫン

コン⼤学ܵ術学部との共ಋ開催である（ࣺਇ上がジョήジャ

カルν、下がバンコク）。 

 ̑⽉̖ೖにΪジャマξ⼤学にて開催された୊ 17 回都市研

究フΧーラムは d(PSRZHULQJ AUWV DQG &XOWXUDO 2UJDQL]DWLRQb

というテーマのもと༁ �0 ໌の参加者があり、中ઔᚺಝ೜教授

の基調講ԍののち、̔໌の発表があͮた。今回のテーマは都

市の社会問題が発⽣している৖所で実施される⽂化ܵ術活ಊ

における組৭の役割やあり⽅に঱఼を当てるもので、ೖ本か

ら参加した北քಕ教育⼤学のآᖔ޻⼦准教授は、νイにおけ

るコミュニティアートの先ۨ的存在であるυィーοャン・ス

Ϙースの⼀事例を়ղし、東ࢃアーティスツ・プレイスメン

ト・サービス事務ۃ⻑の଄ݬཡ⼦ࢱはښ都市からҗ୙されて

いるೈ区東九ড়エリアにおける社会包摂的活ಊの⼿法やಝ࣯

を়ղした。インドネシアଈからのๅࠄでは、Ϊムランなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のఽ౹ܵ能における৿しいメυ

ィア（Խ声߻成やฦ集λフト）の

活༽によͮて上ԍのあり⽅がܻ

変した事がๅࠄされるなど、࢙

ܻ的な内容が多かͮた。 

 ̑⽉ 12〜13 ೖにοュラϫン

コン⼤学で開催された୊ 17 回

都 市 ⽂ 化 研 究 フ Χ ー ラ ム は

d6DIHJXDUGLQJ &XOWXUDO +HULWDJH 

LQ DQ 8UEDQL]LQJ :RUOGbというテーマのもとԈ΄ 180 ໌の参

加者があり、૱ܯで 18 ໌・組の発表があͮた。都市研究プラ

δからは中ઔᚺಝ೜教授と研究員の⼩ચ௉າࢱが発表した。

中ઔಝ೜教授は಺ྒྷݟのգ૆地のຏཅりの持続Ն能੓につい

て、⼩ચࢱはښ都市ೈ区東九ড়エリアにおける⾼齢者福祉施

અのξンスプϫジェクトについて発表した。 

なお、バンコクք外Ψフィスで⼤阪市⽴⼤学と共ಋฦ集を

⾏なͮているӵ⽂学術ࢿ d-RXUQDO RI 8UEDQ &XOWXUH 5HVHDUFKb

が、エルκヴィア社の 6&2386 にౌ࿧されたという࿗ๅが

೘ͮた。世ֆਭ६の学術ࢿであると೟められたのである。 

˛中ઔᚺ（853 ಝ೜教授） 
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２つのフォーラム（ジョグジャカルタ、バンコク） 
Two Forums （Yogyakarta，Bangkok） 

In March. 2019, two forums cosponsored by URP were 
held in Yogyakarta and Bangkok. Both of them are 
hosted by our Partner Universities/Faculties, namely 
Faculty of Cultural Science at Gadjah Mada University 
and Institut Seni Indonesia Yogyakarta in Yogyakarta, 
and Faculty of Fine and Applied Arts at Chulalongkorn 
University in Bangkok. In addition, we are informed 
that our English journal “Journal of Urban Culture 
Research” edited by the Urban Research Plaza, OCU 
and Faculty of Fine and Applied Arts of Chulalongkorn 
University is indexed by Elsevier’s SCOPUS. 

At the Urban Research Plaza the Joint Usage / Research 

Platform “Platform for Leading-Edge Urban Studies”, 

accredited by the Minister of Education, Culture, Sports, 

Science and Technology, is since 2014 promoting 

collaborative research, that involves researchers from other 

research facilities or members of NGO/NPOs. In 2019 out of 

eight submitted research applications five were accepted. 
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2019 年 6 ⽉ 29 ೖ（⼟）、⼤阪ැ⼋尾市を会৖に୊ 9 回都市

⾏政ネットワークセミナー「地域から発৶する外国⼈市຿と
の共⽣に向けた実践」として、現地フィールドワークと್つの
実践事例ๅࠄの講義が開催された。 

現地フィールドワークでは、ベトナムの外国⼈市຿が多く
集住する地域を॰り、外国⼈市຿が地域住຿としてೖʓ、地域
のコミュニティの中で฽らす༹⼦にৰれることができた。 
 次に、࠹ॵの講義「⼋尾市における外国⼈市຿への৚ๅ提ڛ」
では、2008 年に⼋尾市が実施した「⼋尾市外国⼈市຿৚ๅ提
システム調査」に深くؖわͮたڛ 132 法⼈トッカビ代表理事
ກ༺߀さΞと調査を৾りศり、今後、ますますଁ加が予૟され
る外国⼈市຿のणけ೘れに൒う施策や事業の展開に向けて॑
要な఼ࢻやヒントを学΁ことができた。 

また、講義の୊ 2 部では、132 法⼈エフエムわいわい代表
理事ۜએवさΞを講師として、「ਈރ市⻑⽥区における多⽂化
共⽣のまちづくり」をテーマに、阪ਈ・୸࿑⼤ਔࡄをきͮかけ
に⽣まれた世ֆ࠹ॵの֒ࡄラジΨۃである当法⼈の活ಊๅࠄ
を通して、ݶཁやԽֺによる多⽂化共⽣のݨ在化の⼿法やࡄ
֒࣎における֒ࡄओ者が֒ࡄ⽀援者になり得るという発૟の

఺׷、市຿⼀⼈⼀⼈が⾃⽴するྙをਐにつけられるかが地域
ྙ向上の要であることを学;ました。 
 そして、࠹後に今後のセミナーの開催予定と包摂都市ネッ
トワーク・ジャパンのҌ内が⾏われた。 

˛⽥౤ঋ⾏（⼋尾市⽴安中⼈権コミュニティセンνー） 
 
 

都市行政ネットワークセミナー 

City Administration Network Seminar 

2Q -XQH 29� 2019� WKH 9WK &LW\ AGPLQLVWUDWLRQ 1HWZRUN 
6HPLQDU n3UDFWLFHV RI &RH[LVWHQFH ZLWK )RUHLJQ &LWL]HQV� 
7UDQVIHUULQJ %HVW 3UDFWLFHV IURP /RFDO &RPPXQLWLHV|� LV KHOG 
LQ YDR &LW\� 2VDND� AV ILHOGZRUN� SDUWLFLSDQWV YLVLWHG DUHDV 
LQKDELWHG E\ QXPHURXV 9LHWQDPHVH� 2Q SUDFWLFDO FDVH 
H[DPSOHV� WZR SUHVHQWDWLRQV WLWOHG n,QIRUPDWLRQ 6XSSO\ IRU 
)RUHLJQ &LWL]HQV LQ YDR &LW\| DQG n8UEDQ 'HYHORSPHQW IRU 
0XOWLFXOWXUDOLVP LQ 1DJDWD :DUG� KREH| ZHUH JLYHQ GXULQJ 
VHPLQDU� 

今回は、ギνーと૓造੓とのؖܐについて、ブレーシンήとݼͻれる「ྙ໨」
（ちから͙）の構造に঱఼を当てながらઈ明するとともに、次ߺではフΧーク
やϫックなど主にアメリカのԽֺ⽂化とギνーとのؖܐ੓、次ʓߺではਁྜྷ再
⽣とワシントンড়༁（&,7(6）について考えたい。 

まず、ブレーシンήとはྙ໨（ちから͙）とݼͻれる表൚（トップ൚）のཬ
に 3PP ෱の໨材を࢘ͮて、ギνーそのものをึکするとともに、ݽ有৾ಊ਼を分ࢆさͦてԽ࣯に変化を与える࢕組みのことをい
う。バイΨリンでは⼀本の「バスバー」が表൚のཬଈにഓ஖されるのに対し、ギνーの৖߻はブレーシンή全体の形状に多くのバ
リエーションがある。世ֆのアコースティックギνーをݙӀしてきたマーοン社（ธ・ナδレに本社）が開発したとされる̯ブレ
ーシンή、Ϊットギνーで主に࢘われている「ファンブレーシンή」（IDQʻખ）や「ラティスブレーシンή」（ODWWLFHʻ格⼦）、ݒ築
やඊ⾏機などで࢘わるハニカム構造にヒントを得るとともに、ྙ໨に෵਼の݂をۯけることでܲྖ化を実現した「エアリーブレー
シンή」、そして次ߺで৆फ़するテイラー社（ธ・サンυィエβ）の̭クラスブレーシンήなどがある。 

また、ྙ໨の形状も෵ࡸであり、ഀ状にྙ໨をࡡることによͮてܲྖ化を図り、トップ൚をਔわͦҝくする「スキャϫップ加޽」
（ӵޢの VFDOORS（ൗ⽴֍）に༟པ）と、ブレーシンήのҒ஖を（サウンドϙールの⽅向に）઴⽅にずらしてԽ࣯とک度のバランス
に変化を与える「フΧワードシフト」の್झྪが代表的である。ྙ໨をഀ状にࡡるスキャϫップ加޽を施すことによͮてܲྖ化が
図られ、よりトップ൚をਔわͦҝくなるが、ک度を保つことがೋしくなる。ঙしの৾ಊでギνー全体をڻかͦることによͮて、༹ ʓ
なニュアンスのԽ৯がච要なۄと、スキャϫップのໃい௜ત的でϖビーなԽ৯にマッοしたۄとのؔڳで、༹ʓなブレーシンήパ
νーンが૓造され、༽いる材໨とのマッοンήの中で、多くの発展がもたらされてきた。 
（ギνーと໨材（メνセコイアなど）とのؖわりについては『853 レϛートシリーズ』1R�43『都市⽣態と⽂化૓造� Ѫഔ野から
域的ネットワークを構築する』、とりわけ߁ '� :� /DUVRQ によるডଶ論⽂を参ল。） 
 
Guitar and Creativity/Stability: Bracing and Washington Convention (CITES)etc. 
This time, I would like to talk about the relationship between guitar and creativity by focusing on structures called “bracing”, which refers to the wooden 
reinforcements, and next time I will consider the connection between guitar and American Music Culture such as folk music and rock music. On the one 
hand, in violin making, one “bass bar” is set inside the top plate, on the other, in guitar making, bracing patterns vary widely.  Recently released Taylor’s 
(San Diego, USA) V-Class bracing, a drastically improved version of Martin Guitar’s X bracing (used since 1850), is truly innovative. By taking into 
consideration both musical pieces requiring various nuances in timber and pieces suitable for non-scalloped sound with linear and heavy timbre, guitar 
manufacturers created diverse bracing patterns, and by trying to determine the best wood for each bracing, they brought about great improvements. 
(On the relation between guitar and woods (Metasequoia etc.) see URP Report Series No.43: Urban Ecology and Cultural Creativity: Constructing Broad 
Networks from Abeno, Osaka, especially Invited Paper by D.W. Larson). 

都市創造性コラム ７ 
Column for Urban Creativity 7 

ギターと創造性・復元⼒︓ブレーシングと 
ワシントン条約（CITES）など 
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本ॽは、ජ者が研究代表を務め実施してきた、್つの研究
プϫジェクトによる共ಋ研究の成果をまとめたฦஸॽである。 

ྈプϫジェクトともに、対象とする地域は東アジアで、ೖ
本をはじめ、ؘ 国、台࿹、⾹ߕ、中国が؜まれている。それら
の地域や国は、ྪࣇした社会経済的な発展プϫセスを経験す
る中で、⽣ࢊ主義的な福祉੏度や実践経験を共有してきた。
本ॽは、なかでも居住と⽣活に஥⽬し、֦地域でしたたかに
⽣み出された福祉実践に঱఼をあてていることにಝ৯がある。
ベースとなる研究プϫジェクトでは、とりわけ居住と⽣活、
そしてそこからഁ⽣した問題の解݀にかかわる福祉実践にؖ
⼼を向け、国ࡏ共ಋによる実地調査を⾏う形で、研究分担者
やྙڢ者との共ಋ研究を進めてきた。 

これまで 4 年ؔにわたる共ಋ研究では、東アジア֦地に出
向いて現地の⽣活や居住にかかわる実態や課題を調΄、それ
らを解݀していくための⽀援実践にかΞする֦地の取組みに
ついて分担して調査を進めてきた。ؾ国後は調査内容の੖理
や研究ๅࠄ会を⾏いながら、知⾒の共有や実践へのؒݫの機
会を模索した。 

本ॽは、東アジア֦都市の現状や実践のๅࠄを中⼼に、13
হ 8 コラムで構成されている。Ң住労ಉ者の居住地や⾼齢者
等が集住するع成市֙地の஄地、෈安定居住者に対する居住
⽀援、中国のؔۯ的ഋঈの象௅でもある「৕中村」、世代ؔの
格差にೲまされながらも、より੷極的な⽀援に向けて⾃࣑体
が国に先⾏して施策を実施している৿たな試み、社会的経済
組৭が૓り出す৿たな社会システムのՆ能੓、貧困ӣಊの経
験を活かして社会的෈ཤ地域への地域福祉実践の⽀援に৒り
出している経験、学齢期の⼦どもの学स⽀援をはじめとした
 ͮ⾏わͦながら߻的な⽀援を੏度・ඉ੏度のؔ伳をດめ߻૱

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

ている取組み、Ң住者として
の⽣存કྲྀを講じるととも
に、ϙスト社会の⼀員として
のアイυンティティを֮保
していくための実践、ϙーム
レス問題へのఽ౹的な⽀援
実践とはҡなる৿たな⽀援
⼿法としての೸福連ܠとい
うேક的な実験の経験的ナ
ラティブ、エスニシティにか
かわるある⾃࣑体の⾏政実
践や຿ؔ⽀援とのコラϚレ
ーション、そしてエスニックコミュニティを取りתく地域ۯ
ؔの再ฦのなかでの⼈権保障や多⽂化ؔ共⽣の課題が֦হで
取り上͝られた。ここに֦都市のಝ௅的な居住と⽣活問題に
かΞする実践事例を、コラムという形で加えている。ؘ国の
代表的な住୒公ة業による公的⽀援の実践や、λウル市のϙ
ームレス問題や⽀援実践、੪年⼿当て੏度の実験、そして出
所者⽀援、ఱ型的な社会的෈ཤ地域でもある都市部のඅ差พ
部ཚにおける৿たなコミュニテイ開発の実験、東ښで⾏われ
ているハウジンήファーストというϙームレス⽀援の取り組
み、そして⼤阪の社会的෈ಊࢊ業の実践事例の়ղなどであ
る。 

2020 年には、包摂的な都市政策の交流と連ܠを⽬ࢨして進
めてきた東アジアの都市ؔの交流事業が、10 回⽬のワークシ
ョップとして݃実する。本ॽは、こうした都市ؔ交流の成果
とも深く共໒するものである。 

˛全ᔘᇊ（853 教授ʙ෯所⻑） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「都市研究プラザ」は、都市再生へのチャレンジとして大阪市立大学が
2006年4月に設立した全く新しいタイプの研究教育組織です。「プラ
ザ」という名前が示すように、都市をテーマとする人々が出会い、集ま
る広場をめざしています。先端的都市研究拠点として、現場や海外での
研究・まちづくり活動、さらに、世界第一線級の研究者や政策家と国際
的なネットワークを構築しています。  
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『東アジア都市の居住と生活：福祉実践の現場から』の刊行 

 
『都市と社会』第4号（2020年3月発行予定） 

投稿論文募集 
 
都市研究プラδن要『都市と社会』

は、都市問題の研究にؖする知ࣟの共
有を図ることを⽬的として発⾏され、
研究論⽂（౦ߚ論⽂、ғབ論⽂）、研究
ノート、ք外都市レϛートなど構成さ
れ、౦ߚ論⽂には査読があります。 

現在、୊ 4 論⽂をู集しߚへの౦ߺ
ています。都市問題にؖ⼼の持つ⼈、
本ࢿのटࢭに࢏ಋする⼈なら、୯でも
౦ߚできます。੷極的な౦ߚをおଶち
しています。৆しくは、お問ͦ߻くͫ
さい。 

 
౦ߚగ઀ೖ：2019 年 9 ⽉ 30 ೖ（Ւ） 
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